
年 度 日　付 会議名 主な検討内容

1月22日 第１回事業者部会

1月22日 第１回利用者部会

3月22日 第２回事業者部会

3月22日 第２回利用者部会

4月25日 第２回協議会
・これまでの検討状況について
・区民アンケート調査結果について　等

6月5日 第３回事業者部会

6月7日 第３回利用者部会

7月18日 第４回事業者部会

7月20日 第４回利用者部会

9月12日 第３回協議会

・これまでの検討状況について
・改定計画の基本目標について
・改定計画の構成等について
・バス計画路線の見直しについて

10月17日 第５回事業者部会

10月22日 第５回利用者部会

12月5日 第４回協議会
・総合交通計画改定の実施事業（案）について
・改定計画の進行管理体制について
・財政支援の考え方について

1月24日 第５回協議会 ・計画素案の検討

３月頃 第６回協議会 ・計画案の確定(答申)

・総合交通計画改定の実施事業（案）について

平
成
３
０
年
度

・交通空白地域への対応について
・バス計画路線の見直しについて
・公共交通の利用促進について

・多様な交通手段の活用について
・超高齢社会に対応した交通サービスについて
・改定計画の基本方針、目標（素案）について

計画改定スケジュールについて

11月13日 第１回協議会

平
成
２
９
年
度

・計画改定の目的
・計画改定スケジュール
・各会の検討内容
・既存計画の内容及び実施状況　等

・現行計画の検証及び課題整理について
・交通空白地域への対応について
・区民アンケートの実施について  等

・区民アンケート調査結果報告（速報値）
・バス計画路線の見直しについて
・公共交通の利用促進について　等

資料１



分類 事　業　名（案） 行政 事業者 区民

①鉄道新線の整備促進（メトロセブン） A-1-① 特定地区 ○ ○

②鉄道の延伸促進（地下鉄８号線、常磐新線東京駅延伸） A-1-② 特定地区 ○ ○

③混雑緩和対策（日暮里・舎人ライナー、つくばエクスプレス） A-1-③ 特定地区 ○ ○

④踏切解消（竹ノ塚駅、北千住駅） A-1-④ 特定地区 ○ ○

⑤ホームドア設置等バリアフリー化 A-1-⑤ 特定地区 ○ ○

①拠点間バス路線等の維持・強化 A-2-① 特定地区 ○ ○

②交通不便地域のバス路線導入 A-2-② 特定地区 ○ ○ ○

③バスのバリアフリー化 A-2-③ 全域 ○ ○

④バス停の利用環境整備 A-2-④ 全域 ○ ○

①ユニバーサルデザインタクシーの導入 A-3-① 全域 ○

②タクシーの利便性向上 A-3-② 全域 ○ ○

4.新たな地域公共交通 ①新たな交通手段の導入 A-4-① 特定地区 ○ ○ ○

①条例に基づく自転車の安全利用の推進 B-① 全域 ○ ○

②自転車走行環境整備 B-② 全域 ○

③自転車駐車場の整備 B-③ 全域 ○ ○

④サイクルアンドバスライドの啓発 B-④ 全域 ○ ○ ○

⑤自転車シェアリング B-⑤ 特定地区 ○ ○

⑥放置自転車対策 B-⑥ 全域 ○ ○

⑦交通安全教育 B-⑦ 全域 ○ ○ ○

①都市計画道路等の整備 C-① 特定地区 ○

②駅前広場の整備 C-② 特定地区 ○

①モビリティ・マネジメントの実施 D-① 全域 ○ ○ ○

②ＩＣカード導入、利用拡大 D-② 全域 ○ ○

③バスロケーションシステムの導入（バス接近情報の提供） D-③ 全域 ○ ○

 Ｄ.『公共交通利用促進施策』

　継続的な交通環境確保、環境負
荷軽減を図るため、公共交通の更
なる利用を促進します。

3.タクシー

Ｂ.『自転車施策』

　身近な交通手段で環境にもやさ
しい自転車の有効活用と適正利用
を実現します。

1.鉄道

総合交通計画改定の実施事業（案）について

　自ら選択した、個人に
とっても社会にとっても望
ましい移動手段で生活する
「ひと」を育む

　環境や健康等に
配慮した行動変容
の推進

基本目標２【くらし】 【くらし】

基本目標
施策の方向性
（計画の柱）

基本目標１【ひと】 【ひと】

役割
事業番号
(別紙参照)

事　業（案）
実施地区

2.バス

目指すべき姿

　行政サービスのあり方
や、区民・交通事業者・区
等の役割を明確化し、持続
可能な交通環境を整える

　継続的な交通環
境の提供

【行財政】基本目標４【行財政】

『 施 策 名 』
施策目標

　いくつになって
も住みやすい移動
サービスの充実

　多様な人々の移動実態に
即した交通サービスを提供
し、質の高い「くらし」を
実現する

　駅や拠点へのアクセス向
上や、交通不便地域の改善
を図り、気軽に外出できる
「まち」を築く

　まちの成長を育
む交通網の実現

基本目標３【まち】 【まち】

Ａ.『公共交通施策』

　だれもが、安心して利用でき、
快適に移動できる公共交通の整備
を実現します。

Ｃ.『交通基盤整備施策』
　バスなどの公共交通導入の基盤とな
る道路網の着実な整備を実現します。

多様な人の移動を支える交通環境の整った「まち」足立 ～区民・地域・事業者・団体・行政が一丸となって地域課題を解決する力「協創力」により、持続可能な交通環境を整える～

資料２
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事業番号：Ａ-１-① 

施策名：Ａ.公共交通施策 

事業名：鉄道新線の整備促進（メトロセブン） 
実施地区 特定地区 

【現状】 

平成２８年４月に国の諮問機関である交通政策審議会答申第１９８号「東京圏における

今後の都市鉄道のあり方について」では、「区部周辺部環状公共交通 葛西臨海公園～赤羽

～田園調布」は「地域の成長に応じた鉄道ネットワークの充実に資するプロジェクト」に

位置づけられています。 

現在、区部周辺部の新たな環状公共交通について東京都と関係区で構成する「区部周辺

部環状公共交通都区連絡会」や足立区・葛飾区・江戸川区の３区で構成する環七高速鉄道

（メトロセブン）促進協議会において、諸課題の解決を図るための検討や情報交換を行っ

ています。 

 

【進め方】 

足立区  ：関係自治体等と連携しながら、メトロセブンの実現に向けた調査・研究を

行っていきます。 

 

日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー赤羽

北千住

亀有

 
出典：「東京圏における今後の都市鉄道のあり方について（平成 28 年 4 月）」

 

【スケジュール】 

取り組み 

短期 中期 長期 

概ね５年 概ね１０年 

 

１０年以降 

鉄道新線の整備促進・メトロセブン 継続検討 

 

 

  

 

 

別 紙
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事業番号：Ａ-１-② 

施策名：Ａ.公共交通施策 

事業名：鉄道の延伸促進 
実施地区 特定地区 

ア 地下鉄８号線（有楽町線）の区内延伸 

 

【現状】 

平成２８年４月に国の諮問機関である交通政策審議会答申第１９８号「東京圏における

今後の都市鉄道のあり方について」において、地下鉄８号線（有楽町線）の延伸は、概ね

１５年後の東京圏の目指すべき姿を実現する上で意義ある路線に位置付けられました。 

足立区を通る「押上～野田市間」は、地域の成長に応じた鉄道ネットワークの充実に資

するプロジェクトとして、都区部北東部、埼玉県東部及び千葉県北西部と都心部とのアク

セス利便性の向上を期待されています。 
足立区では、区内延伸への取り組みとして、平成１０年から沿線地域住民、議会及び行

政が一丸となり「地下鉄８号線整備促進大会」を開催する他、観光イベントにおいてのＰ

Ｒ活動等を実施し、地下鉄８号線（有楽町線）の区内延伸を目指しています。 

 

【進め方】 

足立区  ：答申の課題として示された「沿線自治体との協調」や「事業性の確保に向

けた沿線開発」等の解決に向け、沿線自治体と連携を図り、実現に向け取

り組んでいきます。 
 

日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー

北千住

四ツ木

亀有

 
出典：「東京圏における今後の都市鉄道のあり方について（平成 28 年 4 月）」

 

 

 

 

 

 

 

地下鉄 8 号線の延伸

至 野田市
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イ 常磐新線の延伸（秋葉原～東京） 

 

【現状】 

平成２８年４月に国の諮問機関である交通政策審議会答申第１９８号「東京圏における

今後の都市鉄道のあり方について」において、常磐新線の延伸（秋葉原～東京）は、国際

競争力の強化に資する鉄道ネットワークのプロジェクトに位置づけられました。 

また、都心部・臨海地域地下鉄構想の新設及び同構想と常磐新線の一体整備についても

同答申では、触れられています。 

【進め方】 

足立区  ：引き続き、関係自治体と協力しながら実現に向けた要請活動を行っていき

ます。 

鉄道事業者：答申の内容を踏まえ、必要な検討を行ってまいります。 

 
 

出典：「東京圏における今後の都市鉄道のあり方について（平成 28 年 4 月）」 

【スケジュール】 

取り組み 短期 中期 長期 

鉄道の延伸 

ア 地下鉄８号線 

イ 常磐新線 

継続検討   

 

 

 

 

 

 

臨海部 

銀座 

常磐新線の延伸 
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事業番号：Ａ-１-③ 

施策名：Ａ.公共交通施策 

事業名：混雑緩和対策 
実施地区 特定地区 

ア 日暮里・舎人ライナー 

 

【現状】 

 足立区を運行する鉄道路線のうち、平成 20 年３月に開業した日暮里・舎人ライナーは、

開業当初の予測を大きく上回る利用者数となっています。 

 東京都交通局では、開業以降、車両を増備するとともに、朝ラッシュ時間帯に増発を行

うなど、適宜輸送力の増強を図ってきており、ロングシートへの座席の改修など、車内レ

イアウトも改善しています。また、快適通勤の実現に官民で取り組む「時差 Biz」とも連

携してオフピーク通勤を促進するキャンペーンを実施するなど、ハード、ソフト両面から

混雑対策に取り組んできましたが、最混雑区間におけるピーク１時間当たりの混雑率が

187％（平成 29 年度）と、混雑状況が顕著となっています。 

 

【進め方】 

足立区：区のホームページや SNS などで混雑緩和に関する取り組みについて、情報発信を

していきます。 

鉄道事業者：朝ラッシュ時間帯の混雑緩和を図るため、2019 年度末に、座席を全てロング

シートとし、全ての車両に車椅子スペース又はフリースペースを設けた新型

車両を２編成増備します。また、時差 Biz と連携してオフピーク通勤を促進

するキャンペーンを実施するなど、引き続きハード・ソフト両面から混雑対

策に取り組んでいきます。 

 

 
 

【全席ロングシート化された 320 形車両（H27.10 導入）】 
 

 
※320 形の車内の写真 
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イ つくばエクスプレス 

 

【現状】 

新型車両を 2020 年春から５編成導入し、朝ラッシュ時間帯１時間の運行本数を現行の２

２本から２５本に増やして混雑緩和を図ること、また、ボックスシートのある車両は２３

編成中１６編成が平成 29 年度末までにロングシート化され、残り７編成についてもロング

シート化を進めていくとの見解が示されております。 

 

【進め方】 

足立区  ：混雑緩和対策に関する取り組みについて、区のホームページや SNS などで

情報発信をしていきます。 

鉄道事業者：車両編成８両化の検討を進めていきます。また、「時差Ｂｉｚ」等のオフピ

ーク通勤に関する取り組みを継続していきます。 

 

【2020 年春から運行予定新型車両イメージ図】 

 
 

【スケジュール】 

取り組み 短期 中期 長期 

混雑緩和対策 

ア 日暮里舎人ライナー 

 

 

 

 

 

 

イ つくばエクスプレス 

車両増備（2020 年） 

目標値：２編成増備 

 

 

混雑緩和対策 継続実施 

 

 

 

新型車両導入や増便(2020 年) 

目標値：４２編成 

 

 

混雑緩和対策 継続実施 
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事業番号：Ａ-１-④ 

施策名：Ａ.公共交通施策 

事業名：踏切解消（竹ノ塚駅、北千住駅） 
 

実施地区 特定地区 

【現状】 

竹ノ塚駅や北千住駅で、ピーク時遮断時間が 40 分以上の開かずの踏切が存在し道路渋滞

の発生や地域の分断による生活の不便、踏切事故の危険性等の問題が発生しています。 

 

【進め方】 

 足立区：踏切解消に向け、竹ノ塚駅付近の連続立体交差事業の着実な事業推進を鉄道事

業者と連携し進めていきます。北千住駅の踏切解消については、鉄道と道路の

立体交差化を含めエリアデザイン計画の中で検討していきます。 

 

竹ノ塚駅大踏切       北千住駅大踏切（補助 139 号線） 

   

 

【スケジュール】 

取り組み 短期 中期 長期 

踏切解消 

竹ノ塚駅付近 

 

 

 

北千住駅付近 

連続立体交差事業 

（踏切解消 2021 年度末、以降のスケ

ジュールは精査中） 

 

 

立体交差化の実現方策の検討 

 

  

 

 

 

（平成３０年１０月４日現在） 

※平成３０年１月３１日予算プレス「踏切解消 2021 年度末、以降のスケジュールは精査中」 

 ※現在、認可変更手続き準備中 
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事業番号：Ａ-１-⑤ 

施策名：Ａ.公共交通施策 

事業名：ホームドア設置等バリアフリー化 
実施地区 特定地区 

【現状】 

鉄軌道駅のバリアフリーに関しては、「東京都福祉のまちづくり条例」に基づき、高齢者、

障がい者等を含むすべての人が安全に安心して車両へ円滑に乗降できるよう配慮した構造

とする必要があります。特に視覚障がい者の転落防止措置等の配慮を必要とする考え方が

示されています。 

 現在、区内の駅でホームドアが設置されている駅は、ＴＸ全駅、日暮里・舎人ライナー

全駅、東京メトロ千代田線・北綾瀬駅（１番線）、綾瀬駅（０番線）となっています。 

 また、国の移動等円滑化の促進に関する基本方針では、一日当たりの平均利用者数が

3,000 人以上の鉄軌道駅は、平成 2020 年度までのバリアフリー化が求められており、区内

では東武スカイツリーライン堀切駅が未対応となっています。 

【進め方】 

 足立区  ：足立区鉄道駅ホームドア等整備事業費補助金交付要綱に基づき、鉄道事業

者に事業費の補助を行っていきます。堀切駅のエレベーター設置について

も鉄道事業者と協力しながら実現に向け検討を行っていきます。 

鉄道事業者：区内全駅のホームドア設置に向け、順次整備を進めていきます。 

 

 

【ホームドアの設置事例（ＴＸ青井駅）】     【設置予定箇所】 

 

【スケジュール】 

取り組み 短期 中期 長期 

ホームドア 

 

 

 

 

 

 

エレベーター 

日比谷線、千代田線、東武スカ

イツリーラインの駅の一部 

目標値：９箇所 

 

その他の駅 

 

 

継続検討 堀切駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標値：７箇所 
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事業番号：Ａ-２-① 

施策名：Ａ.公共交通施策 

事業名：拠点間バス路線等の維持・強化 
実施地区 特定地区 

【現状】 

足立区では、「綾瀬・北綾瀬」「六町」「江北」「花畑」と「千住」「西新井・梅島」「竹の

塚」の 7 つのエリアを対象に、まちの特徴・魅力や求めるべき将来像などをエリアデザイ

ンとしてさらなるまちの魅力の向上を進めています。 

 

【進め方】 

 足立区・バス事業者：2021 年度に開設予定となっている花畑の文教大学、江北の大学 

病院等の新規需要が見込まれる拠点や都市計画道路の整備状況を

踏まえ、拠点間バスネットワークの強化に向け検討を進めていき

ます。 

【拠点間バス路線検討図】 

【花畑】文教大学開設
【江北】東京女子医大移設

赤羽・江北・西新井検討路線

王
子
・
江
北
・
区
役
所
検
討
路
線

田
端
・
江
北
検
討
路
線

日
暮
里
・
江
北
検
討
路
線

【凡 例】

エリアデザイン計画にあわせた
検討路線〔新規ルート〕

エリアデザイン計画にあわせた
検討路線〔ルート変更〕

都市計画道路事業中および優先整備路線
（Ｈ28～37までに完了または着手）

新規需要が見込まれる拠点

交通広場計画決定箇所

六町

西新井

北千住

綾瀬

竹ノ塚

牛田

既存のバス路線

文教大学
2021年
開設予定

綾瀬

六町

足立区役所

北綾瀬駅
2018年度

直通運転開始
予定

大学病院
2021年
開設予定

 

【スケジュール】 

取り組み 短期 中期 長期 

拠点間バス路線

等の維持・強化 

文教大学・東京女子医大病院の開設（2021

年度予定）に合わせたバス路線検討 

 

 

都市計画道路の整備や新たな拠点開発に

合わせたバス路線の再編検討 

  

 

 

 



9 
 

事業番号：Ａ-２-② 

施策名：Ａ.公共交通施策 

事業名：交通不便地域のバス路線導入 
 

実施地区 特定地区 

【現状】 

日常生活における移動について、目的地までの利便性が悪く不便度が高い地域がありま

す。その地域の中でも、不便を解消する手段としてバス交通に対するニーズが高い地域が

存在しています。 

 

【進め方】 

 行政、バス事業者、地域が連携し「地域公共交通検討会（仮称）」を立ち上げ、運行計画

の検討や社会実験を実施しながら不便度解消に資するバス交通導入を目指していきます。

足立区  ：「地域公共交通検討会（仮称）」を立ち上げ、地域やバス事業者と協力し、バ

スの運行計画検討や社会実験運行を行っていきます。その後、効果検証等を

踏まえ本格運行を目指していきます。 

バス事業者：バス運行の最適なルートや収支予測など事業者としての立場から技術的助言

を行っていきます。 

区民   ：地域全体の利便性向上を目指し、地域における不便実態やバス需要を集約し

ます。また、利用促進活動を推進していきます。 

 

【事業イメージ】 

 
【スケジュール】 

取り組み 短期 中期 長期 

交通不便地域の

バス路線導入 

●モデル地域（１箇所） 

組織の立ち上げ→運行計画検討

→社会実験→本格運行 

●その他地域（順次） 

組織の立ち上げ→運行計画検討→

社会実験→本格運行 

 

 

 



10 
 

事業番号：Ａ-２-③ 

施策名：Ａ.公共交通施策 

事業名：バスのバリアフリー化 
 

実施地区 区全域 

【現状】 

区内を走るバスの車両は、誰もが利用しやすいノンステップバスが運行されていますが、

一部の車両では導入されていない状況です。 

 

【進め方】 

高齢者、障がい者、車いす利用者、小さなお子様をお連れの方、ベビーカー利用者など、

誰もが利用しやすいノンステップバスを、順次導入していきます。 

  

【バス車両のワンステップ事例】     【バス車両のノンステップ事例】 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【スケジュール】 

取り組み 短期 中期 長期 

バスのバリアフリー化  

継続実施 
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事業番号：Ａ-２-④ 

施策名：Ａ.公共交通施策 

事業名：バス停の利用環境整備 
 

実施地区 区全域 

【現状】 

障がいのある方や高齢者など誰もがバスを利用しやすい環境を整備するため、バス停に

ベンチや上屋、点字ブロックの設置を進めています。 

 

【進め方】 

歩道幅員や地下埋設物などの条件が整い、ベンチや点字ブロックを設置可能なバス停の

整備をバス事業者と連携しながら進めていきます。あわせて、交通広場の整備等にあわせ

て上屋を設置します。 

 

【整備バス停イメージ】 

 
 

【スケジュール】 

取り組み 短期 中期 長期 

バス停の利用環境整備 

 

 

 

はるかぜ 

 

 

路線バス 

継続実施 

目標値：ベンチ 24 箇所、

点字ブロック 123 箇所 

 

 

 

継続実施 

 

 

目標値：ベンチ

24 箇所、点字ブ

ロック 122 箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベンチ 

点字ブロック 

上屋 
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事業番号：Ａ-３-① 

施策名：Ａ.公共交通施策 

事業名：ユニバーサルデザインタクシーの導入 
 

実施地区 区全域 

【現状】 

ユニバーサルデザインタクシー（ＵＤタクシー）とは、足腰の弱い高齢者、車いす使用者、

ベビーカー利用の親子連れ、妊娠中の方など、誰もが利用しやすい「みんなにやさしい新し

いタクシー車両」です（運賃料金は一般のタクシーと同じです）。現在、ＵＤタクシーの普及

が進んでいます。 

【進め方】 

タクシー事業者：誰もが快適に利用できるＵＤタクシーの更なる普及を進めていきます。

       ※ 都内約３万台の法人タクシーの内１万台を 2020 年までに導入を目標 

 

【ユニバーサルデザインタクシーのイメージ】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土交通省ホームページ 

【スケジュール】 

取り組み 短期 中期 長期 

ユニバーサルデザイ

ンタクシーの導入 

目標値：１万台（都内） 

（2020 年まで） 

 

 

 

継続実施 
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事業番号：Ａ-３-② 

施策名：Ａ.公共交通施策 

事業名：タクシーの利便性向上   
 

実施地区 区全域 

【現状】 

タクシーは、鉄道・バス等とともに地域の交通を担っている重要な交通機関です。 

タクシーが、地域公共交通としての機能を十分に発揮できるよう利便性の向上を図るこ

とが必要です。 

 

【進め方】 

足立区    ：配車アプリの使い方や電話での予約方法など、タクシーの利便性向上

につながる情報を発信していきます。 

タクシー事業者：ＧＰＳ機能を活用したスマホ配車アプリなど、効率的なタクシーの配

車を実現できるよう検討を進めていきます。 

【配車アプリとは】 

名前と電話番号を登録し、タクシーを呼ぶ場所を指定するだけで、今すぐ呼ぶことや、

予約すること、料金検索等ができます。待ち時間も表示されます。 

※ 236 社 20,842 台（約 67％）導入（2018 年 3 月時点） 

【画面イメージ】 

 

【スケジュール】 

取り組み 短期 中期 長期 

タクシーの利便性向上 継続実施   

 

 

 


